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6回目 if文と if else文

漱 今日の講義で学ぶ内容
・関係演算子
O if文と if～else文

・ if文の入れ子

関係演算子 !=, >, >=, く, く=

関係演算子とその意味
a == b
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bが aに等しいとき trueとなります

それ以外では falseとなります

bが aに等し<ないとき trueとなります

それ以外では falseとなります

bよ りaが大きいときモrueとなります
それ以外では falseとなります

bよ りaが大きいか等しいとき trueとなります
それ以外では falseとなります

bよ りaが小さいとき trueとなります
それ以外では falseとなります

bよ りaが小さいか等しいとき trueとなります
それ以外では fa■seとなります
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関係握甕轟己

2つのオペラン ド間の関係を評価 して、

言

呼出競裡vロ
リテ〕Ю

- 1/■■ ―

root
Approved



,0
、〇 =

ス
＼

Ｊ
、Ｘ

{ニマ〔三)i霧豪適時臥
(三)嚇

 〔輩します
D3つ の関係演算子 _:三 >= くこのイコールはすべて右側に書きます

左右を逆にしたコードをコンパイルすると、      イソ/

「式の開始が不正です」や「型の開始が不正です」

などのコンパイルエラーになりますので注意しましょう

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample6_1.java

実行画面

bO=false, b■ =true, b2〓 true, b3=false

//関係演算子

class Sample6_

{

public static void main(String[]args)

{

:l:1:]11:° 12:::3 2, b3Jと

イ

(lキli(レ

double dl=2.5, d2=5。 ②j

//

b0
/ト

//i2は ilよ り大きいのでtrue

J

〃 d2*2と i2は等しいので true

3は 5よ り小さいのでfalse

=√ て R、 :

//すべての括弧を夕ヽして b2=i2-d2*23と しても演算子の優先順位より

//乗算→関係演算→代入の順番で演算が行われるため問題ありませんが

//このように不明確な場合は括弧で優先順位を明示したほうが無難でしょう

ないので true、 それと falseは等し<ないので false

b3 = (

System.but.println(‖ bO=‖+bO+:I, bl=‖ +bl+‖ , b2=:1+b2+::, b3=]:+b3)」

f   t    t   f

関係演算子を用いた式を評

価する場合も算術演算子と

同様にオペランドの型の拡

大変換が行われます

ただし、

演算結果は boolean型です

関係演算子と代入演算子

代入演算子
‖
="はイコールが

■つで、関係演算子
‖
=="はイ

コールが 2つです

間違えないようにしましょう

2/1■  ―



if文

al,こ
―ド例 | 颯 規

条件判断文 l if文

条件が trueの場合、文を処理します

喬賃5、1晰 屏
炉炉賃野で表現される式などを言己述します

if(即)里  tう    ぐ 1久 のしな

参 文が記述できる場所には複数の文のまとまりと

なる {}(プロック)を記述できます
※文は 3(セミコロン)で終わる個々の単一の処理や命令のことです (2回 目の講義を参照)

if文は次のように記述することもできます

if(図つ亜]医ヨ…〔)  ←′をグ々檬̂
し
ゝ

Dコ ード上の改行やスペース、タブ、改頁は処理に影響を与えません
ただし、字句を区切る役害」は持ちますので、
・キーワードや識別子、文字列リテラルなどまとまりある単語の途中に入れたり、

たとえば、o double)x doub、 le

・キーワードや識別子を空白なしで続けて書くとコンパイルエラーになります
たとえば、o int a3う x intaj

け 改行やスペース、タブ、改頁のこと
だ憂豆イトスペース (山 itesρ ace)Lblbヽます

9ホ ヮィトスペースを上手に用いて、見やすくなるようにコードを工夫しましよう
たとえば、if文は次のように書くと分かりやすいでしょう

―
ン

∈

舞
移

洋
帰

3/1■  ―



算p:F∴ ava i… 。
class Sample6_

{

public static void main(String[]

{

argS)thrOws 10Exception (互 )

//キーボード入力の準備

BufferedReader br」

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))3

12 si=Integer.parse1lt(矩脚駅月υj  ミ
12″

//入力された値を if文で判断し、1であればブロック内を処理する

の

さだ＜てしカ入を数較
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System.outoprintln("■ が入力されました。

System.outoprintln(‖ 処理を終了 します。
‖

)」

鉾 (D SySteLoutTntln("1が
選択されました。

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample6_2.java

実行画面 2

整数を入力してください。

2  優4フ
処理を終了します。

実行画面 ■

整数を入力してください。

1  嘔〔P
lが入力されました。
■が選択されました。

処理を終了します。
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次にようにif文を記述するとどうなるでしょうか,

//if文のよくあるミス

class Sample6__

{

public static void main(String[]args)

{

int i=o3

`ム

:[」子写
ロツク{′)を忘れたら?

瑠     "
,stem.Out.println("処理を終了します。¥n‖ )3

〃 if文ブロック前に 3(セミコロン)を入れてしまったら?

if(1==7な
System.out.println("2が 入力されました。
Sジζtさ商.out.println(‖ 2が選択されました。

}

の yStem.Outoprintln(‖ 処理を終了します。・ )3

if文のプロック {)がない場合

次の 1文が if文の条件が真のとき

に実行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわる処理

です。単独のセミコロンは処

理のない空の文です

条件が真のときに実行する文

が空の文と解釈されます

次に続<ブロックは if文と

は関係のない通常の文です

実行画面
(~が °∞ ゞ]

1が選択されました。

処理を終了します。

2が入力されました。
2が選択されました。

処理を終了します。
Lフ フ⌒

ノ       /

し このようなミスは、]avaの文法的には間違いではないたるコンパイラエラIDして発見
されることはありません。このようなエラーを論理エラーといいま瓦

論理エラーを防ぐために、読みやす<分かり易いコー ドを書くことを心がけましょう !!

- 5/11 -



if～else文

条件判断文 2 if～else文

彙棟 : ます

t 条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述します

■ 例えば、aく b、 al=5など

― ド例 l if(aく =0)a=03 else a=■ ;
一 一 一

一
__一

一
―

―

b elselま「条件が満たされなかつた場合」という意味ですので、elseの直後に

■ if(aく =0)a=ll else(a>0)a=o5
とすると、「文ではありません」というコンパイルエラーになりますので注意しましょう

if～else文はプロックを用いて次のように記述することもできます

if(団g璽コ文■B(DelSてフ駆璽ヨ区コ(}

または
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample6_3。 java

〃 if～ else文
import javaoio.*j

の

class Sample6_

{

public static void main(String[]

{

，
０

argS)thrOws loException

BufferedReader brJ

br = new StreamReader(systemoin))」

int i」

System.outoprintln(‖ 整数を入力 してください。
‖
)3

だ翌芦L型望墜(br・ readLine()と     い3
//入力された値を if～ else文で判断し、
if(i==1)//入力値が 1であればこのブロックを処理する

( 
ハハ ン4~

ystem.out.println(・ 1が入力されました。
‖
)J

ystem.outoprintin(・ 1が選択されました。")5

}

else//入力値が 1以外であればこのブロックを処理する
{

Syste欄 。outoprintln(‖ 1以タトが入力されました。・ )」

System.out.printin(・ 1を入力してください。")j

}

System.out.println(‖ 処理を終了します。")J

//キーボー ド入力の準備

実行画面 ■

整数を入力 して くださしヽ。

1  優桑フ
1が入力されました。

1が選択されました。

処理を終了します。
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実行画面 2

整数 を入力 して ください。

2  優髪フ

1以タトが入力されました。

1を入力してください。

処理を終了します。

if～else文の入れ子

if文や if～else文 は、■つの文です

if文や if～else文を他の if文や if～else文に入れることができます

if∈□)`if文 ■っelseJ if文 2

釉塾ヽ f文やif～else文は■つの文ですのでブロックを書かな<てもエラーにはなりません
しかし、次のように ifと elseの対応が―意的ではな<なる場合があります

このような場合、

『]avaは逐次的に elseを elseと対応のない直前の ifと対応付けます』

if(条件A)(if(医件ヨ)区 コ

誤解を招きますので次のようにブロックを入れて明示しましょう

ゴ(□ 0腎甲 主馳 ∫k□
このような場合は、最初からブロックを付けて明示すると誤解もなくなり良いでしよう

if文 ■if(団
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample6_4.jaVa

//if～ else文の入れ子

■mport java。 ■o。  3

class Sample6二 4

{

public static void main(String[]args)thrOws IOException

{

//キーボード入力の準備
BufferedReader brJ

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))j

int i」

systemoout.println(‖ 整数を入力 して ください。・ )j

i=Integeroparselnt(broreadLine())j

ystem.outoprintln(H■ が選択されました。 ")3

e//入 力値 1以外で、

f(i==2)//入力値が 2であればこのブロックを処理する

ystem.out.println(・ 2が入力されました。")5

em.outoprintln(・ 2が選択されました。")j

else//2でなければこのブロックを処理する

{

em.out.println("■ または 2を入力して<ださい。

System.outoprintln("処 理を終了します。
‖
)5

‐
ｅ・ｓ
∩）
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実行画面 ■

整数を入力 してください。

l  g貞フ

■が入力されました。

■が選択されました。

処理を終了します。

実行画面 2

整数を入力してください。

2  gttP

2が入力されました。
2が選択されました。

処理を終了します。

実行画面 3

整数を入力 してください。

3  g貞〕

1または 2を入力してください。

処理を終了します。

4J慣れてきたら、Sample6_4.javaで 出てきた左側のような if～else文の入れ子を

右側のように書くとより読みやす<なり、良いでしょう

どちらも同じ処理ですので分かりやすい方で書いて<ださい

if(条件 AI)
{

文 13
)

else

{ if(条
件 B )

{

文 25
}

else

{

文 33
}

}

コavaの解釈による

ifと elseの対応

左側と同 じ処理を

しているのがわか

りますね

if(条件 AI)
{

文 ■ ;

}           ____
こlse if(条件BI)〔…

{

文 23
)

else <… ………・・・・・・・…・・ ・̈・・“・

{

文 33
}
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器 今日の講義のまとめ 贈

・関係演算子は、オペランドのどちらが大きいか小さいか、またそれらが等しいかどうかを
演算します。演算結果は、真の場合には true、 偽の場合にはfalseです。

・ if文は条件判断を行います。条件が真の場合には、指定された文が実行されます。

・ホワイトスペースとは、改行やスペース、タブ、改項のことです。これらは処理に影響を
与えませんので、上手に用いて見やすいコードを心がけましょう。

・ if～else文は、条件が真の場合に実行される文と、条件が偽の場合に実行される文の両方
を指定できます。

・ if文や if～else文を他の if文などにいれて、入れ子にすることができます。

目目爵目
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